
全日本民医連厚生事業協同組合 

第１５回 民医連ピースリレ－マラソン開催要綱【第一報】 

                                             ２０２４年５月２５日改定 下線部 

 

１．主催及び運営 全日本民医連厚生事業協同組合／同ピースリレーマラソン実行委員会 

２．審 判    新日本スポーツ連盟 

３．開催日    ２０２４年１０月１２日（土） 

４．会 場    東京臨海広域防災公園 

所在地    東京都江東区有明３丁目８－３５ 

   アクセス   東京臨海高速鉄道りんかい線「国際展示場」駅より徒歩４分 

         ゆりかもめ東京臨海新交通臨海線「有明」駅より徒歩２分 

５．目 的 

一人一人が走ることにそれぞれの楽しみ、やりがいを見つけて継続することができる。 

職場や県連の垣根を越えて、全国の民医連職員と交流することで、人生を豊かにする。 

走りたい時に走ることができる平和な世界を願い、実現するため。 

 

６．第１５回 民医連ピースリレーマラソンスローガン 

『楽
ラン
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ナ
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緒に 合言葉はランナー！ 次世代に繋ごう、平和
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の襷
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』 

 

７．日 程（案） 

  １０月１２日（土） 

１０：００ 実行委員会会議 

１１：３０ チーム受付開始(受付後にチーム写真撮影) 

１２：３０ キャプテン会議(競技説明、注意事項、審判紹介、スタート位置抽選等) 

１３：３０ 開会式      

１４：００ 第１走者スタート 

１６：００ 競技終了     

  １７：３０ 表彰式・交流会 

 

８．参加資格 

選手登録時及び大会当日に全日本民医連厚生事業協同組合の指定職員（職員）であること 

都道府県支部ごとに開催する予選会で選抜、選考された職員であること 

 

９．参加チーム数 

 基本的には都道府県支部ごと予選会で選抜、選考された職員５～７名で１チームとする 

開催地の支部が２チーム以上参加する場合は参加チーム数等を勘案のうえ別途検討する 

 

１０．チーム編成 

１チームの編成は５名以上７名以内とし、女性が２名以上含まれていること 

  都道府県支部ごとで編成が困難な場合は、同一ブロック内での補充を認める 

 

１１．予選会  



  基本的には都道府県支部ごとに開催する予選会で選抜、選考することが望ましい 

ただし、新型コロナウイルス等の感染リスク、地理的な条件等で、一堂に会することが 

困難な場合は、必ずしも予選会を実施した記録で選抜、選考しなくても良い 

 

〔予選会を開催して選手を選抜する場合〕 

・１０名以上の参加者を集めることが望ましい 

・個人が１ｋｍ以上走った記録で選抜する 

 

〔予選会を開催せずに選手を選考する場合〕 

・１０名以上の記録を集めることが望ましい 

・個人が２０２４年に１ｋｍ以上走った記録を申告してもらい選考する 

 

〔予選会を開催したが参加者が５名以下だった場合〕 

・予選会の参加者と合わせて１０名以上の記録を集めて選考することが望ましい 

 

１２．競技方法 

１周約１.３ｋｍのコースを５～７名の選手で１２０分間タスキリレーし、その走行距離に 

より順位を競う。同じ走行距離(周回数)の場合はゴールに早く到着した順に順位をつける。 

 

１３．競技規則 

・選手は１周約１.３ｋｍの決められたコースを走る 

・タスキの受け渡しはリレーゾーンで行う 

・選手の走る順番、回数はチームで自由に決定することができる 

ただし、１周走った選手は連続して走ることはできない。間に３人いれないといけない。  

〔選手Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５名で編成したチームの場合〕 

〇認められる例）Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ａ→Ｅ  

×失格となる例）Ａ→Ｂ→Ａ→Ｄ→Ｃ→Ｅ  

・選手の走った順番を記録し、「チーム記録表」をゴール後に速やかに提出する 

・１１９分以内にリレーゾーンに到着したランナーは次走者にタスキを渡すことができる 

・１２０分を過ぎてから次走者にタスキを渡し、新しい周回には入ることはできない 

・走行中に１２０分になった場合は最後まで走り切る 

・参加するすべてのチームの記録は正式な記録と認め、表彰の対象とする 

ただし、競技中にアクシデントが起こり、審判の判断で次走者を指名する場合は、次走者

は予備のタスキを身につけて走り、記録は参考記録とする 

 

１４．競技ルールと注意事項 

・ゼッケンは胸部及び背部に正確に留めて、審判員が確認できるようにすること 

・走者は審判員、要員の指示に従い、途中事故があった場合は申し出ること 

・競技中にコースに立ち入る場合は、競技の妨げにならないよう注意すること 

・体調に異変が生じた場合は無理をせず、審判員、要員に申し出ること  

・伴走は事前に実行委員会まで届け出ること 

・仮装については認めるが、自身と周囲の安全の確保に努めること 

・当日は審判員の判断で仮装の変更を求める場合がある 

 

 



 

１５．コース図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６．参加登録 

・所属する都道府県支部を通じて９月２４日（火）までに参加登録を行う 詳細は第二報 

・競技部門もしくはファンランのいずれかの部門をチームで選択し登録する 

競技部門は速さを競い、ファンランは楽しく走る部門とする 

・登録後に選手を変更した場合、９月３０日（月）までに実行委員会に届け出ること 

・９月３０日以降、やむを得ない事情で変更する場合はキャプテン会議で対応を協議する 

・女性選手が１名のみで参加せざるを得なくなった場合は、当該チームは参考記録とする 

ただし、女性選手の補充を同一ブロック内であれば認め、その場合は正式な記録とする 

 

１７．表 彰（案） 

〔チーム〕 

・競技部門は走行距離による着順で上位１～６チームを表彰 

・ファンラン部門は事前に１０周(１３ｋｍ)した時点の時間を予想し参加登録時に申告、そ

の後、実際に走った結果と比較し時間差が少ない３チームを表彰 

例）Ａチーム：事前に９０分と予想し、実際は９５分で走った 

  Ｂチーム：事前に１００分と予想し、実際は９９分で走った 

  この場合、時間差はＡチーム５分、Ｂチーム１分で、Ｂチームが少ない 

・部門に関わらず、走行距離による着順で９位と２５位のチームを表彰する 
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〔個人〕 

・第１走区間で最も速く走った男女上位１名を表彰 

・仮装を行った選手の中から投票により得票数の多かった上位１名を表彰 

・平和アピール賞 

 

〔その他〕 

・全選手に参加賞を贈呈 

・全選手及びチームの記録を都道府県支部に通知する 

・Ｗｅｂ完走賞、記録証等を予定 

 

１８．費 用 

・大会の運営費、当日の宿泊費(遠方の場合を除き)、選手の交通費(自宅最寄り駅から会 

場最寄り駅まで)、交流会費は全日本民医連厚生事業協同組合が負担する 

・都道府県支部は選手７名まで１人１万円の分担金を１０月４日（金）までに振り込む 

〔振込先〕銀行名：りそな銀行 本郷支店  

口座番号：（普）１７８５１７８   

口座名義人：全日本民医連厚生事業協同組合 

・各都道府県で２チーム目の参加選手、補欠選手、引率者、家族等の応援者の交流会参加

費用等、参加選手の前泊費用、交流会会場からホテルまでの移動費用等は都道府県支部

が負担する 

    ・車を利用し選手が相乗(１台の車に２名以上乗車)して参加する場合、予め実行委員会ま

でその旨を連絡すると、ガソリン代・高速代等が支給される 

 

１９．交流会 

  開催方向で検討中です。詳細は決まり次第ご案内致します 

 

２０．宿泊地 

京王観光に直接９月２４日（火）までにお申し込みください 

   〔現時点で予約している宿泊先〕 

東横イン天王洲アイル 〒140-0002  東京都品川区東品川 2-2-35    

   東横イン品川高輪口  〒108-0074  東京都港区高輪 4-23-2       

   東横イン蒲田東口    〒144-0052  東京都大田区蒲田 5-18-4       

   東横イン蒲田Ⅰ      〒144-0051  東京都大田区西蒲田 8-7-7        

 

２１．その他 

・大会当日の昼食、競技中の給水、給食は用意していません 

・会場内に自動販売機、会場最寄り駅近くにはコンビニがあります 

・救急用品は用意していません 

・更衣用のテントは男女別に会場内に設置しますが、各チームの待機や休憩用のテントや 

レジャーシート等は用意していません 

・貴重品の管理は運営側で行いません 

・トイレは公園のコース内と本部棟(防災体験学習施設そなエリア東京)にあります 

・本部棟にシャワー設備がありますが、本大会用では利用できません 

・競技が終了後にタスキは速やかに受付に返却してください 


